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平成26年４月から平成27年３月まで献眼者ご芳名
平成26年

４月 関　 昭 一 様 高岡市

５月 西田修二 様 立山町

匿名希望 富山市

６月 匿名希望 富山市

７月 西 能　 孜 様 南砺市

匿名希望 高岡市

匿名希望 富山市

８月 津 島　 博 様 高岡市

９月 松 本　 進 様 富山市

橋詰兼義 様 魚津市

池田紀男 様 富山市

10月 梶　 智 里 様 高岡市

宮内久子 様 富山市

藤﨑治子 様 富山市

匿名希望 氷見市

11月 匿名希望 高岡市

匿名希望 射水市

山本まさ子 様 高岡市

櫻井一郎 様 南砺市

平成27年

１月 金田カノ 様 富山市

匿名希望 上市町

松田信子 様 黒部市

２月 大浦アキエ 様 黒部市

匿名希望 射水市

藤瀬洋介 様 富山市

西野玲子 様 富山市

３月 匿名希望 富山市

森　 良 雄 様 富山市

̶謹んで哀悼の意を表します̶

厚生労働大臣感謝状伝達式
　10月22日（木）、県庁特
別室においてご献眼いただ
きました皆様に厚生労働大
臣からの感謝状を伝達させ
ていただき
ました。 
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　人は五感のうち、視覚87％、聴覚７％の割合で外部の情報を脳に伝えています。
従って盲目ということは、人が生きていく上では大きな困難を伴うことになります。こ
のため、古くから目の治療法が試みられ、水晶体と角膜が原因の失明は移植により治
癒できるようになりました。このうち水晶体については人工レンズで対処可能ですが、
人工角膜の実現は遠い先のことで、当分の間は人から人への移植しか方法が無いため、

死去された方からの眼球の提供により移植治療が行われています。
そして1925年のライオンズクラブ国際大会でヘレン・ケラー女史
が「暗闇と闘う盲人のための騎士になってください」と訴えたこ
とにより角膜移植はライオンズクラブの奉仕活動のひとつとなり
ました。そして1944年ニューヨークに世界初のアイバンクが設立
され、　活動は全米に広がり、1956年にはリッチランドライオン
ズクラブから日本にも伝わりました。
　日本においては、1957年岩手医科大学の今泉亀徹教授による角

膜移植手術が刑法に触れるのではないかとの論議がきっかけとなり、翌年「角膜の移植
に関する法律」が公布され、1963年に慶應義塾・順天堂両大学病院内にてアイバンク
がスタートしました。以後、全国で設立の動きが始まりました。
　富山県においては、1963年10月10日の「目の愛護デー」を記念して富山県善意銀行

内に眼球預託口座が設けられました。
その後、角膜移植についての正しい知
識の普及、眼球提供者の事前登録、患
者への眼球の斡旋業務を行うことによ
る県民の福祉増進を目的に故井村東司
三氏はじめ、県内のライオンズクラブ
がアイバンク設立の動きを起こし、富
山県及び富山医科薬科大学（現富山大
学）医学部眼科の協力で1991年に国
内54のうち46番目のアイバンクとし
て設立され、現在「公益財団法人富山
県アイバンク」として富山大学医学部
内に事務局を置き、活動しています。

富山県アイバンクの歴史

富山県アイバンク設立発会式
（平成４年１月13日　海老亭にて）

ヘレン・ケラー女史写真提供元：
社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会

富山県 全　国

献眼登録者（数） 20,166人     1,521,647人     

献眼者数 371人     39,720人     

角膜移植者数 603人     61,346人     

強膜移植者数 101人     

実績（開設以来の累計）2015年９月末現在
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　父は、ライオンズクラブで献眼
活 動 を 推 進 し、25年 前 か ら ア イ
バンクに登録していました。亡く
なったら献眼をしたいとの故人の
遺志を尊重して献眼をしました。
　昨日23日に、公益財団法人富山
県アイバンク様のお蔭で「厚生労働
大臣感謝状」伝達式に出席をしまし
た。本当にありがとうございまし
た。アイバンク様から、「角膜手術
をした２名の方に新たな光が戻っ
た」との連絡があった時は、本当にお役に立てて良かった！父も喜んでいると思いまし
た。
　現在、角膜の提供を待っている方は、富山県内10名・全国3,000名程度です。26年
度10月時点では献眼者数11名、角膜移植者数17名。富山県内で今までに340名の方に
角膜移植が行われているそうです。今回の伝達式で、90歳以上の方の提供が数名おら
れ、年齢は全く関係ないと実感しました。
　アイバンク（Eye bank）とは、角膜移植によってしか視力を回復できない患者のた
めに、死後、眼球を提供することに本人または遺族の同意を得て、移植を待つ患者に斡
旋する公的機関のこと。日本でのアイバンクは、厚生労働大臣の許可を受けて運営され
る「眼球あっせん業」のことで、眼球銀行ともいいます。
　角膜とは、目の最も前のいわゆる茶目の前にある、透明な膜です。厚さは中央部で約
0.5mm、周辺部の白目に近いところで0.7mm程度、直径は11～12mmです。目に入っ
た光の焦点を合わせるための屈折は水晶体（レンズ）で行っていると思われがちですが、
目の屈折力の多くはこの角膜の部分で行われています。したがって、ごくわずかな変形
や混濁が視力には非常に大きく影響してしまいます。
　アイバンクに献眼するためには、万が一の際に、最寄りのアイバンクに連絡をすれ
ば、アイバンクがすべて対応します。提供するための処置には約１時間程かかります。
ご自宅でも、病院でも提供することができます。年齢制限もありません。近眼や老眼で
も角膜は移植に用いることができますし、網膜などの疾患で眼のご不自由な方でも角膜
は充分、移植に用いることができ、視力障害の方が光を取り戻すことができます。

西能　　徹

献眼者ご遺族の手記

父の献眼について思う

［第一交易株式会社ホームページ　社長の今月の一言（2014年10月24日　第154号「アイバンク」）より引用］
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　私たち夫婦は歳を重ね、いつの間にか80代後半の歳になった私たち夫婦は、家族を

はじめ多くの方々に支えられ、今があることを思いながら、近い将来に訪れるはずのそ

れぞれの人生の終焉を話し合うことで『終活』を始めていました。そんな折、ライオン

ズクラブメンバーとして、献眼活動に取り組んでいる息子から、アイバンク登録の話を

聞き、年齢を気にしたものの、高齢でも可能であるとのことで、誰かのお役に立つこと

ならば、と夫婦で賛同しアイバンク登録をしたのが昨年の秋でした。

　今年の８月２日は日曜でしたが、朝からの日差しは猛暑日を予感させていました。

　散歩に行くと言って、中央通り（富山市）のアーケードに向かった夫は、その数分後

に路上で倒れ、救急搬送された病院で86歳の生涯を閉じました。急性心不全…。

　あまりに呆気ない夫との別れで、実感もない悲しみの中、休日にもかかわらず駆けつ

けていただいた眼科のお医者さんによる短時間の角膜摘出処置が行われ、｢きれいな角

膜でしたヨ｣ と告げられました。早速に亡き夫の枕元へ行き、前となんら変わらない瞼

をそっと撫でながら、しばらく安堵の涙を流しました。

　やり場のない悲しみの中にも、故人の人生最後の小さな奉仕の想いが「献眼」という

行為となり、目の不自由な方のために、お役に立てること、そして何より、亡き夫の想

いと角膜が生き続けるよう、祈るばかりでした。

　故人は陶芸や写真撮影を趣味として、美しい風景もたくさん残しましたが、後日、お

ふたりの方が移植を受けられたことを知り、その方々を通じて亡き夫の目が今もどこか

で輝きながら、新たな景色を眺

めている情景を思いながら、お

ふたりの新たな人生のへの再出

発の一助になれたことが幸いで

あり、今の私の心の癒しとさえ

感じるようになりました。

　最後に、おふたりの瞳がいつ

いつまでも末永く、輝き続けら

れることをお祈りいたします。

　合掌

川岸　敏子

献眼者ご遺族の手記

いつまでも輝き続けて
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対　談

　今回は、ライオンズクラブ国際協会334−
D地区ガバナー田中俊夫氏にお話をお伺いい
たしました。

大黒理事長：富山県アイバンクは、来年、
設立25周年を迎えます。四半世紀活動を
続け、献眼して頂ける方が増えつつありますが、県内の目から光を失っておられる方
の希望を、全部果たせない状況です。そして、富山県アイバンク設立母体の富山県ラ
イオンズクラブの皆さんの献眼へのご理解はどうなんでしょうか。
田中ガバナー：社会情勢が変化し、ライオンズクラブの若い方たちの考え方は昔と違っ

てきている部分があります。私が入会した1980年当時と比べると、アイバンクに対
する認識不足は否めません。一部のメンバーの中には、もう協力しなくてもいいので
はないかという間違った考え方の人もいるようです。
大黒理事長：アイバンクの独り立ちとは、これを第一のアクティビティとした、世界の

ライオンズクラブの目的意識から外れる事になります。全国54のアイバンクで、ラ
イオンズクラブが直接関わっているのは約９割、大学病院等の場合は解りませんが、
これらに対しても多少に拘らずライオンズクラブが関与しています。我々は、ライオ
ンズクラブの100％支援で経営が成立している訳です。アイバンク設立理念がスター
ト時に比べ、何か希薄になったのでしょうか。これは大変残念な事ですから、私たち
も努力を重ねますが、ガバナーからもぜひクラブメンバー各位に働きかけをお願い致
します。
田中ガバナー：頑張ってやりましょう。初心に戻って働きかけを致しましょう。
大黒理事長：ぜひ宜しくお願い致します。私たちも頑張るつもりです。今年度は各クラ

ブメンバーの100％献眼を合言葉になさってるようですが、大変ありがたい事だと喜
んでおります。

　　ただ、ご本人が願っておられても、ご家族ご親族のご理解を頂くのが重要です。こ
れらも含めての運動を重ねなくてはならないと考えております。
田中ガバナー：一番大事なのは、一般の方々にご理解頂かなければなりません。多くの

方を巻き込んで、感動ある奉仕活動に繋げていくには、ホームページの活用も効果的
ですね。ライオンズクラブでは会員の投稿なども積極的に紹介しているので、アイバ
ンクからの活動も私共のホームページに載せたらどうでしょうか。
大黒理事長：ぜひお願い致します。ライオンズスピリッツから博愛の精神を富山県民だ

けでなく、北陸三県にまで浸透させてゆきたいものです。
田中ガバナー：ライオンズクラブのスローガンでは、富山・石川・福井が一つの地域だ

という一体感をアピールしています。北陸は一つなんだと。アイバンクも同様に、北
陸三県を含めた大きな献眼の輪を繋げていってほしいですね。
大黒理事長：今後とも、アイバンクへのご支援のほどよろしくお願いします。

（聴き手　理事長  大黒幸雄）
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富山大学附属病院眼科の先生方のご紹介
　診療については、角膜疾患（角膜炎、角膜混濁、角膜穿孔、水ほう性角膜症、円錐角
膜）、緑内障、網膜硝体疾患（網膜剥離、糖尿病網膜症、網膜静脈閉塞症、黄斑前膜、
黄斑円孔、加齢黄斑変性、近視性血管新生黄斑症など）、ぶどう膜炎、涙道・眼窩疾患

（鼻涙管閉塞、涙嚢炎）、眼瞼・眼形成、斜視、弱視などの小児眼科疾患ほか眼科領域の
疾患すべてを対象としています。

富山大学附属病院（眼科外来）
　〒930-0194　富山市杉谷2630番地　TEL.076-434-2281（代表）

教　授
林　　篤志 先生

専門：網膜硝子体、
角膜、
白内障

助　教
宮腰　晃央 先生

専門：角膜前眼部、
白内障

診療准教授
柳沢秀一郎 先生

専門：網膜硝子体

助　教
中村　友子 先生

専門：ぶどう膜炎、
眼科一般

医　員
武田　祥子 先生

専門：眼科一般

診療准教授
東條　直貴 先生

専門：緑内障、
白内障

助　教
藤田　和也 先生

専門：斜視弱視、
小児眼科、
白内障、
眼科一般

医　員
尾崎真由美 先生

専門：眼科一般

診療准教授
柚木　達也 先生

専門：眼瞼、眼窩、
形成、
白内障

診療助手
矢合　隆昭 先生

専門：網膜硝子体、
緑内障、
眼科一般

医　員
宮越　茉莉 先生

専門：眼科一般

診療講師
上田　朋子 先生

専門：網膜硝子体、
白内障

研修医
阿部　慎也 先生

医　員
三原　美晴 先生

専門：斜視弱視、
小児眼科
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　富山労災病院
　手術室　松本　正代

院内コーディネーター紹介

　 当 院 は、 平 成10年 に 院 内 移 植 コ ー

ディネーターが配置され、平成24年よ

り脳死下臓器提供病院として移植チーム

の整備を進めてきました。

　現在は、移植コーディネーター３名が

県知事から委嘱を受け、富山県内院内移

植コーディネーター連絡会や研修に参加

し、移植に関する情報を得て知識を深め

ると共に、移植に関する相談、支援する役割を担っています。脳死下臓器提供病院とし

て対応できるよう臓器提供マニュアルの整備、富山県移植コーディネーター支援のもと

シミュレーション研修等を行い移植に対する職員の関心を高めています。

　また当院では、ドナーカードの保持に関する情報やアイバンク登録情報が入院時に得

られるようにし、患者さんの意思が確認できるようにしています。

　平成25～26年の献眼事例は２例でした。１例は90歳代のがんターミナルの患者さん

で、本人、ご家族の意思により、急ではありましたが無事献眼できました。もう１例

は、夜間の死亡ではありましたが臓器提供マニュアルに則り、担当医・担当看護師のア

イバンクへの連絡によりスムーズにでき、ご家族の意思に添うことができました。

　その他の事例として、若い時に脊髄損傷となり、人の役に立ちたいと腎臓、眼球提供

の意思を持った患者さんがおられましたが、感染症のために残念ながらご希望に添えな

かった事があります。事例は多くありませんが、院内移植コーディネーターとしての関

わりの中から、その役割の重要性を学んでいます。

　また臓器移植やアイバンク活動への啓発活動等も重要と考えます。献眼、臓器提供へ

の理解を深めるためにも連絡会や研修会で得た情報や学びを職員に伝達し、患者さんや

ご家族の思いを大切にして、尊い意志を支援できるよう努めていきたいと思います。

　　　　　　　病院長　木谷　隆一

左から　松本　正代さん　吉田喜代美さん　炭田　恵さん
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　公立南砺中央病院
　透析室　看護師長　高田婦美子

院内コーディネーター紹介

　私が、院内コーディネーターの委嘱を受

けたのは、平成25年度に透析室へ異動に

なってからで、今年度で３年目に入りま

す。

　当院での眼球提供は、前身の城端厚生病

院の時代に１例と４年ほど前に自宅に帰ら

れてから１例あったと聞いていますが、私

自身が対応したことはまだありません。

　献眼の申し出があった場合に、円滑に連絡が進むようにまずはマニュアルを見直し、

会議の場で紹介しましたが、院内コーディネーターの存在を知らない職員が多いことを

痛感しました。そこで自分自身が何をすべきか考えていた時に、アイバンクの方から院

内でのイベント時に啓蒙活動をさせて欲しいとの声をかけていただき、昨年の11月介

護の日のイベント時に病院に来ていただきました。また、今年５月の看護の日に院外で

行った『一日まちの保健室』にも来ていただき、スーパーマーケットの店頭でパンフ

レットや風船を配っていただきました。［継続は力なり］今後もアイバンクの方にご協

力いただき、年２回のイベント時の啓発参加を継続していきたいと考えています。

　土地柄なのか、まだまだ臓器提供への関心は薄いように思いますが、まずは職員間へ

院内コーディネーターの存在や役

割・活動内容を周知していきたい

と思っています。そしてそのこと

が院外への臓器提供の啓蒙活動に

繋がっていけばと思います。

高田婦美子さん

　　　　　　　病院長　三浦　利則

2015年５月９日　南砺市・アルビス福光店において公立南砺中央病
院看護の日イベントでのアイバンク啓発活動
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富山セントラルライオンズクラブ

2014～2015年　会長　和田　　弘

　2014年10月の当クラブ第２例会に、公益財

団法人富山県アイバンクよりコーディネーター

の入江真理さんをゲストスピーカーとしてお迎

えし、献眼の状況についてのスピーチをしてい

ただきました。

　その中で、献眼の意思表示をしていても、ご

家族がそのことを知らなかったり忘れていた

り、病院で確認をする体制が整っていなかった

り等、まだまだ献眼についての理解が深まっていないことを知りました。

　今年度、当クラブでは、新規にクラブメンバー５名を献眼登録させていただき、よう

やくクラブメンバー登録率50％を超えることが出来ました。

　他のクラブにおいては登録率100％と、全員が登録していることも聞いています。

　当クラブも、一人ひとりが奉仕の精神を発揮し、全員登録を目指すことにより献眼登

録者が増えるように、これからも声かけをしていきたいと思います。

　角膜移植をすることにより光を取り戻す方を、一人でも増やしましょう！

献眼登録者が増えるように

2014年10月28日、例会において
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滑川ライオンズクラブ

2014～2015年　会長　本田　　繁

　平成10年に滑川ライオンズクラブに入会して17年になります。その間、当クラブにお

いては環境保全・四献推進委員会が中心となり、私自身も委員会に所属するなどして献

血・献眼活動を推進してきましたが、過日、地区ガバナー諮問委員会にて配布された資

料を見て愕然としました。それにはクラブ単位でのアイバンク登録者数と比率が書かれ

ており、滑川ライオンズクラブは３割にも満たない状況でした。昨年も富山県アイバン

ク理事長の大黒幸雄さん、同じく組織移植コーディネーターの入江真理さんを講師とし

てお招きし、会員に対する周知と協力を得たつもりでしたが、とても残念に思います。

　（公財）日本アイバンク協会のデータによると登録者数は昭和58年の79,000人余を

ピークに平成25年の10,800人余まで減少し続け、待機患者数は平成９年の5,800人余

をピークに平成25年では2,200人余まで減少してきているとはいえ、毎年の献眼者数が

1,000人に満たない昨今の状況を考えれば「光と愛」を心底から待ち望んでおられる皆

様に対しては、より多くの登録者が必要であることが理解できました。

　そこで滑川ライオンズクラブでは本年５月の献血活動の際に献眼活動も同時に実施す

ることにいたしました。愛する家族の献眼に対しては残された家族の心の機敏は確かに

あります。また今回活動してみて感じたことは、未だ多くの皆さんが献眼に対して誤っ

た認識を持っておられることも分かりました。まずは当クラブ内での登録状況を改善

し、対外的には、より多くの皆様の理解を得られるよう、さらにPR活動を推進し、献

眼を心待ちにしておられる方々に対し、「光と愛」をウィ・サーブの風に乗せてお届け

できるよう頑張ります。

光と愛とウィ・サーブ

2015年５月10日　滑川市・PLANT-3において献血活動の際に献眼啓発活動
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ご芳志ありがとうございました。 敬 称 略
単位：円

☆一般（個人）

☆一般（法人・団体）

☆ライオンズクラブ関係

□寄付者　ご芳名　平成26年４月〜平成27年３月

大黒　幸雄 300,000
髙瀬　清春 110,000
匿名希望 100,000
野村　謹吉 50,000
河島　早苗 30,000
宮本　茂樹 30,000
吉田　　隆 30,000
泉　　豊子 20,000
豊田　耕一 20,000
西野　　澄 20,000
宮岸　　武 16,000
中野　忠雄 15,000
伊賀　　肇 10,000
筏井　晴夫 10,000
永川　武文 10,000
老子きぬい 10,000
大浦　　均 10,000
神嶋　利夫 10,000
作村佐智子 10,000
佐藤　善政 10,000
武田　　宏（上市） 10,000
野村　健造 10,000
畠山　志郎 10,000
花島　榮一 10,000
松本のり子 10,000
水谷　貴子 10,000
森田　忠雄 10,000
匿名希望 10,000
藤巻　篤子 9,000
百澤千賀子 9,000
志鷹　明美 8,000
井上　政雄 6,000
佐藤　瑞恵 6,000
滝本　浩子 6,000
福井　　博 6,000
山本　辰男 6,000
石川　恵子 5,000
大井山淑美 5,000
黒川　哲夫 5,000
杉岡　洋子 5,000
竹田　市次 5,000
寺本　龍昭 5,000

野田　俊勝 5,000
堀　　壽夫 5,000
松井　優子 5,000
山尾　佳史 5,000
山中義正・千津子・路代 5,000
山元　　廣 5,000
米田　　進 5,000
朝倉　一美 3,000
我妻　眞美 3,000
跡治　幸子 3,000
網　美保子 3,000
幾島かをる 3,000
石黒　　寛 3,000
和泉　弘司 3,000
伊藤美也子 3,000
稲場トシ子 3,000
稲村　栄勝 3,000
碓井　　宏 3,000
宇波喜久男 3,000
大川　健二 3,000
奥村　豊明 3,000
尾山　和子 3,000
角谷　幸代 3,000
鹿島うら子 3,000
金戸　律子 3,000
狩野　和朗 3,000
北野　敏雄 3,000
木山　　隆 3,000
斉木　敏夫 3,000
境　　里子 3,000
佐竹　幸江 3,000
澤田　壽朗 3,000
島崎　君枝 3,000
下関　幸子 3,000
菅原　峻司 3,000
炭谷　洋子 3,000
千龍義信・かな子 3,000
髙木　和夫 3,000
高林　咲子 3,000
武田　　宏（山田湯） 3,000
谷川　　弘 3,000
谷野　克巳 3,000

田之下和美 3,000
寺澤　和美 3,000
中川吏永子 3,000
長瀬美智子 3,000
中西　広一 3,000
中村　孝子 3,000
中村　正根 3,000
七澤　政時 3,000
布谷　省三 3,000
野澤　喜一 3,000
蓮田カヲル 3,000
浜川眞理子 3,000
林　　朝夫 3,000
林　　　巌 3,000
彦田　甚一 3,000
廣瀬　静子 3,000
藤瀬　昭彦 3,000
堀　ヤヱ子 3,000
堀井　敏夫 3,000
松倉　義子 3,000
松島　重雄 3,000
南　　正子 3,000
三村　幸一 3,000
宮島さだ子 3,000
村上すず子 3,000
目澤　益子 3,000
元野　清光 3,000
森川　慎一 3,000
矢木　義人 3,000
柳瀬　貞夫 3,000
山崎　和子 3,000
山田　和枝 3,000
吉田　卓矢 3,000
米澤　　務 3,000
匿名希望 3,000
匿名希望 2,015
荒井　清勝 1,000
飯野　茂昭 1,000
今村　義和 1,000
宇隨　　久 1,000
坂林　義夫 1,000
筒井　町子 1,000

医療法人社団紫蘭会 1,000,000
一般社団法人富山県ビルメンテナンス協会 500,000
株式会社北陸電設 200,000
株式会社マルチョウ神戸屋 200,000
城　外喜男氏ホールインワン記念コンペ 105,000
永栄会 100,000
株式会社サプラ 100,000

防災電設株式会社 100,000
株式会社メガネハウス 50,000
シオンホール花みずき 10,000
富山コピー販売株式会社 10,000
とよだ眼科クリニック 10,000
株式会社ニュージャパン・トラベル 10,000
株式会社松田自動車 10,000

1R1ZC就任チャリティゴルフ大会 156,000
1R2Zガバナー公式訪問 50,000
1R2ZC就任記念チャリティゴルフ大会 55,120
1R3Zゴルフ愛好会 88,360
2R2Zガバナー公式訪問 100,000
2R3Zガバナー公式訪問 50,000
2R3Z合同例会 20,000
富山みなとライオンズクラブ 15,000
富山雷鳥ライオンズクラブ 50,000
富山南ライオンズクラブ 200,000

富山高志ライオンズクラブ 50,000
富山セントラルライオンズクラブ 10,000
富山いきいきライオンズクラブ 100,000
入善ライオンズクラブ・雨竜ライオンズクラブ 200,000
魚津ライオンズクラブ 100,000
高岡ライオンズクラブ 30,000
高岡古城ライオンズクラブ 100,000
高岡アラートライオンズクラブ 100,000
新湊ライオンズクラブ 120,000
砺波ライオンズクラブ 30,000
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個人会員
□賛助会員　平成26年４月〜平成27年３月

相澤　吉彦
秋本　政亮
朝倉　高行
浅野　　博
油本　　茂
安藤　建二
飯塚　龍志
池崎　策夫
石川　雅朗
石﨑　敬治
石田ひとみ
井田久美子
市岡　義望
一川　順彦
伊東　景治
伊藤興一郎
伊東　紀一
伊藤　光雄
入井　孝博
植田　芳樹
梅川　哲也
梅田　清一
浦野　孝一
大愛富美子
大浦　清重
大浦　　均

大江功一郎
大﨑　利明
大沢　範洋
太田　　茂
大田　妙子
大坪　　健
大庭　知子
岡本　賢三
岡本　武勇
奥原喜代司
桶屋　博明
尾崎　　誠
小沢　正康
小津ゆかり
片山　寿夫
加藤　樹永
金井　澄子
金山　　明
鎌谷　克彦
紙谷　晃一
狩野　俊哉
川上　祐子
川端　康夫
川本　敏和
川本　元充
刑部　郁子

清河　高之
清河　　衛
熊野　　弘
熊本　新一
黒﨑　春久
慶野　耕一
高縁　　勲
髙縁　　勉
小坂　愛香
小坂　　章
後藤　　倫
小林　聖子
米屋　慎一
小柳　博美
神谷　尚機
斉藤　譲一
斉藤　周子
境　　　伸
佐賀野昭一郎
作村佐智子
佐近　　肇
佐々　裕成
佐々木和明
佐々木祐二
笹倉　秀樹
澤泉　　弘

澤田　訓正
篠田　和男
清水　英子
下坂　芳宏
菅野　寛二
杉本喜久子
高岸　和男
髙須　貞夫
高林　　敏
高平　　伸
高柳　　昇
竹腰治一郎
竹本　福志
舘　奈保子
田中　義人
田中　良則
谷口　敬敏
谷口　正明
谷口　保孝
谷村　一成
辻　　靖雄
土田　　豊
寺井　　仁
寺﨑　達二
寺嶋　　勉
東條　直貴

飛島　邦彦
富山　　剛
豊田　葉子
虎谷　武道
鳥崎　真人
鳥山　　博
中井　紘明
中尾　順一
長岡　昭男
中川　正人
長勢　知子
長田　雅子
中西　栄二
中村　孝子
波岡　一子
西野　義隆
新田　正昭
野崎　唯吉
野尻津喜夫
野尻登美子
能瀬　和雄
野村　賢政
長谷川修博
畠山　　明
浜多　等志
濱田　昌子

林　　篤志
稗苗　清吉
久田　茂光
廣瀬　和夫
廣瀬　利行
廣野登志子
藤記　尚子
藤田　和也
藤塚由紀子
藤巻　篤子
星山　慎一
保里真理子
堀内　康男
本元　幸俊
増井　　修
松倉　和也
松倉　正機
松崎　孝治
松田　憲昌
松原　博紀
松本　憲治
丸田　清春
道原　英克
三井　適夫
三井田一博
宮腰　晃央

宮﨑　隆幸
宮野　高司
室生　新二
森　　　弘
森田　嘉樹
八木　　洋
屋根　愼二
山口　聖慈
山口　正人
山崎　泰邦
山崎与四之
山下　　泉
山下　　誠
山下　陽子
山本　明彦
柚木　達也
吉崎　　剛
吉崎　　実
吉澤　富雄
吉田　重治
吉田　　讓
米田　　博
米原　稔一
若森　征雄
渡邊　一三
綿屋　和美

法人会員
☆一般

株式会社岩黒製作所
株式会社押田建築設計事務所
株式会社北日本工芸
久保毅税理士事務所
株式会社黒東アメニティ公社
有限会社笹島商事
サンユウセキュリティ株式会社
株式会社すがの印刷
株式会社セイアグリーシステム
高瀬公認会計士事務所
東光運輸株式会社
株式会社富山県義肢製作所
富山スガキ株式会社
医療法人光ヶ丘病院
平田眼科医院

有限会社平野石油店
株式会社広野
富源商事株式会社
株式会社藤井産業
伏木海陸運送株式会社
伏木貨物自動車株式会社
北陸エンジニアプラスチック株式会社
北陸バンドー株式会社
有限会社北高運輸
丸進商事株式会社
株式会社マルチ・アクセス・カンパニー
株式会社丸八
ミユキ化成株式会社
ヤマ自動車

富山セントラルライオンズクラブ
富山昭和ライオンズクラブ
滑川ライオンズクラブ

滑川有恒ライオンズクラブ
高岡フラワーライオンズクラブ
となみセントラルライオンズクラブ

☆ライオンズクラブ関係
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募金ありがとうございました。平成26年４月〜平成27年３月
☆一般

カモの会 77,700
ポプラ高岡泉ヶ丘店 29,572
ますだ眼科医院 19,593
片山眼科医院 17,868
株式会社セイアグリーシステム 14,613
ポプラ中屋店 11,351
クリス音楽院 10,000
飛見医院 7,773
日本命理学会・四柱推命 7,666
ポプラ戸出春日店 7,110
富山県アイバンク理事会懇親会 7,000
福尾眼科医院 6,594

高岡市民病院　売店 6,480
オレンジマート　モア店 4,493
宮岸株式会社富山支店 4,211
新富旅行株式会社 4,210
富山赤十字病院眼科 4,111
水新建設株式会社 3,306
青山ゼミ 2,311
ランチ&ヘルシーケーキのお店 ユース丸 2,247
くすくすダイニング 1,925
狩野眼科医院 1,744
新鮮市場・ヴァローレ庄川店 1,419
いきいきとやま・第27回健康と長寿の祭典 200

入善ライオンズクラブ 11,579
高岡志貴野ライオンズクラブ 5,225

氷見ライオンズクラブ 46,000
小杉ライオンズクラブ 12,924

☆ライオンズクラブ関係

平成27年度年賀寄附金配分事業による配分を受けました

　日本郵便株式会社より、平成27年度年賀寄附金配分事業の配分を受け、「角膜移植用特
殊医療機器並びに摘出・移植医療機器用の高圧蒸気滅菌器の整備事業」の整備をおこない
ました。角膜移植手術と同時に白内障手術をおこなう際、この機器をもちいます。ご献眼
の際等に使用した機器は、高圧蒸気滅菌器にて滅菌をおこないます。
　本当にありがとうございました。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成26年度事業報告
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

〈公益事業１〉眼のあっせん等に関する事業
⑴献眼登録者の募集および啓発事業
　　�登録パンフレットを、県内医療機関、市町村、関係各所へ配布した。
　　啓発ポスター2,200部を印刷し、県内医療機関、市町村、関係各所へ配布した。
　　�登録希望者へパンフレットの配布、登録カードの発行を行った。
　　�本年度の献眼登録者数は、322名となった。

⑵眼球あっせん事業
　①眼球のあっせん
　　●�ドナー情報が38名あり、28名から提供を頂いた。

　　

献眼月 年齢　性別 在住地
４月 80歳代　男性 高岡市

５月
50歳代　男性 立山町
70歳代　男性 富山市

６月 70歳代　女性 富山市

７月
70歳代　男性 南砺市
90歳代　女性 高岡市
50歳代　男性 富山市

献眼月 年齢　性別 在住地
８月 70歳代　男性 高岡市

９月
60歳代　男性 富山市
90歳代　男性 魚津市
70歳代　男性 富山市

10月
30歳代　女性 高岡市
80歳代　女性 富山市
80歳代　女性 富山市

献眼月 年齢　性別 在住地
10月 70歳代　男性 氷見市

11月

80歳代　男性 高岡市
60歳代　男性 射水市
90歳代　女性 高岡市
80歳代　男性 南砺市

１月
90歳代　女性 富山市
70歳代　男性 上市町

献眼月 年齢　性別 在住地
１月 80歳代　女性 黒部市

２月

90歳代　女性 黒部市
60歳代　女性 射水市
40歳代　男性 富山市
70歳代　女性 富山市

３月
80歳代　女性 富山市
60歳代　男性 富山市

　　●�提供者のご葬儀に参列し、弔辞を奉読し、感謝状を伝達した。
　　●�提供者ご遺族へ、角膜移植報告を行った。
　　●�提供眼球の検査等を行い、医学基準に基づき、角膜のあっせんを行い、45名の方に角膜移植が、また、強膜のあっせんを行い、

37名の方に強膜移植が行われた。
　　●�10月23日、富山県庁特別室において、平成25年９月から平成26年７月までの献眼者19名に対して、厚生労働大臣感謝状伝達式

を開催した。
　②移植希望者の募集および登録
　　●�移植を希望する医療機関より移植申込を受け、移植待機リストを作成した。

⑶普及啓発事業
　①医療従事者への啓発活動
　　●�院内移植コーディネーター連絡会（５月、７月、９月、12月、１月、３月）に参加し、院内移植コーディネーターの啓発活動を行っ

た。
　　●病院症例検討会を行った。
　　　富山県立中央病院（４月～３月）　　　　　　　　　　　　　　　　厚生連高岡病院（４月～３月）
　　　高岡市民病院（４月、５月、７月、９月、11月、１～３月）
　　●院内移植委員会等に参加した。
　　　市立砺波総合病院　臓器・組織の移植に関する委員会（４月～７月、９月～３月）

６月26日　富山県立中央病院臓器提供委員会　　　　　　　　　　　　７月24日　富山大学附属病院平成26年度第２回臓器移植に関する委員会
８月６日　富山大学附属病院臓器移植に関する委員会第1回あっせん事業体制整備WG会議　　８月18日　高岡市民病院臓器提供委員会
９月26日　平成26年度脳死下臓器提供に関わる関連団体の連絡会議　　11月６日　富山大学附属病院移植医療に関する院内研修会
11月19日　厚生連高岡病院平成26年第２回臓器提供委員会　　　　　　12月９日　厚生連高岡病院脳死下提供シミュレーション
１月20日　富山市民病院脳死下提供シミュレーション　　　　　　　　２月３日　富山労災病院脳死下提供シミュレーション

　　●啓発活動の一環としての講演を行った。
　　○グリーフケアとしてのエンゼルメイク
　　　７月28日　富山福祉短期大学 看護学科　　　　　　　１月13日　富山福祉短期大学 社会福祉学科 介護福祉専攻
　　○献眼啓発講演　
　　　４月18日　厚生連高岡病院師長会　　　　　　　　　 ９月18日　高岡市民病院臓器移植講演会
　　　３月４日　金沢医科大学氷見市民病院移植講演会
　　●院内移植コーディネーター配置病院に、アイバンクマニュアルを配布・設置した。
　②一般県民への啓発活動
　　●街頭での啓発活動

５月17日　ライオンズクラブ国際協会334-D地区年次大会にて啓発写真等の展示並びに登録パンフレットを配布
６月８日　アルプラザ小杉店にて登録パンフレットを配布
６月14日　ショッピングタウン北の森にて登録パンフレットを配布
７月27日　ハッピータウン氷見ショッピングセンターにて登録パンフレットを配布
８月３日　金沢医科大学氷見市民病院第３回夏休み親子ふれあい医療フェスティバルにて登録パンフレットを配布
８月９日　ふるさと商工まつりin射水にて登録パンフレットを配布
９月12日　入善まちなか交流施設うるおい館にて登録パンフレットを配布
10月５日　アルプラザ小杉店にて登録パンフレットを配布
10月13日　かがやき未来交流会にて登録パンフレットを配布
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10月13日　エブリバディスポーツデイ2014にて登録パンフレットを配布
10月19日　新湊カニかに新鮮白えび祭りにて登録パンフレットを配布
10月25日　富山ライオンズクラブ公開例会「しあわせ運べるように」にて登録パンフレットを配布
11月11日　公立南砺中央病院介護の日ふれあいフェスティバルにて登録パンフレットを配布
11月11日　バロー石坂店にて登録パンフレットを配布
11月23日　ハッピータウン氷見ショッピングセンターにて登録パンフレットを配布
11月27〜28日　いきいきとやま･第27回健康と長寿の祭典にて登録パンフレットを配布
２月１日　アルプラザ小杉店にて登録パンフレットを配布
２月21日　第15回入善ラーメンまつりにて登録パンフレットを配布
３月18日　射水市役所新湊庁舎にて登録パンフレットを配布
３月22日　ハッピータウン氷見ショッピングセンターにて登録パンフレットを配布

　　●啓発活動の一環としての講演
８月20日　富山みなとライオンズクラブ例会にて講演
９月17日　小杉ライオンズクラブ例会にて講演
10月28日　富山セントラルライオンズクラブ例会にて講演
12月２日　富山いきいきライオンズクラブ例会にて講演
２月４日　氷見ライオンズクラブ例会にて講演
２月４日　高岡アラートライオンズクラブ例会にて講演
３月17日　富山ライオンズクラブ例会にて講演

⑷その他
４月１日　セミナー「アイバンクの発展におけるベストプラクティス」に参加
４月15日　富山県臓器移植院内コーディネーター委嘱状交付式に出席
４月26日　第25回とやま眼科学術講演会に参加
６月29日　第70回富山眼科集談会にてミニ発表
７月26日　日本アイバンク協会第28回アイバンクワークショップセミナーに参加
８月29日　第13回日本組織移植学会学術集会に参加
８月30日　日本組織移植学会平成26年度第１回コーディネーター合同セミナーに参加
９月23日　第98回富山大学眼科臨床カンファレンスに参加
11月24日　第71回富山眼科集談会に参加
１月10〜11日　日本組織移植学会平成26年度第２回コーディネーター合同セミナーに参加
１月24日　第99回富山大学臨床カンファレンスに参加
２月７日　日本アイバンク協会認定チーフサポーター講習会に参加
２月11〜13日　�角膜カンファランス2015に参加し、ポスター発表と「アイバンクウェットラボプログラム」の強角膜片作成ブー

ススタッフを担当
２月21日　日本アイバンク協会第29回アイバンクワークショップセミナーに参加

〈公益事業２〉眼の衛生に関する普及啓発事業
⑴広報誌「アイバンクだより第20号」6,500部を発行し、登録者並びに県内関係機関へ配布した。

⑵眼の衛生に関する講演
　　　２月５日　富山市立呉羽中学校学習活動「夢に向かってステップ･ワン！『13歳の学び』」にて講義

⑶情報紙「アイバンク情報」を月１回発行し、ホームページに掲載した。

⑷啓発用冊子「三百字の遺言　〜献眼へのメッセージⅡ〜」8,000部を発行し、県内医療機関、市町村、関係各所へ配布した。

〈その他〉
４月15日　高瀬、港両監事に平成25年度事業報告書並びに決算報告書の監査を受けた。
６月９日　理事会を開催し、｢平成25年度事業報告並びに決算報告書｣ の承認を行った。
６月24日　�富山県ライオンズクラブ奉仕銀行新旧常任委員会に出席し、助成に対しての事業報告並びに決算報告を行い、次年度

の助成金申請を行った。
６月24日　�評議員会を開催し、｢平成25年度事業報告並びに決算報告書｣ の承認、理事10名辞任に伴う後任者並びに増員による

計13名の選任を行った。
７月25日　日本アイバンク協会アイバンク広域活動地区別連絡会及び第37回全国アイバンク連絡協議会に参加した。
８月21日　�理事会を開催し、「「富山県アイバンク組織」について」と「今年度の事業活動について」の２題につき、討議決定を

行った。
９月５日　富山県ライオンズクラブ奉仕銀行常任委員会並びに評議員会に出席し、本年度の助成協力をお願いした。
10月29日　高瀬、港両監事に平成26年度中間期事業報告書並びに決算報告書の監査を受けた。
11月29日　「日本アイバンク協会認定サポーター講習会」並びに「献眼登録確認フォローアップ事業研修会」を開催した。
12月18日　理事会を開催し、「平成26年度中間期事業報告並びに決算報告」の承認を行った。
２月27日　第55回アイバンク広域活動東海北陸ブロック連絡会に参加した。
３月20日　理事会を開催し、「平成26年度修正収支予算案」及び「平成27年度事業計画並びに予算書」の承認を行った。
３月26日　定例評議員会を開催し、「平成26年度修正収支予算案」及び「平成27年度事業計画並びに予算書」の承認を行った。

　　　寄附金を頂いた個人・団体等へ感謝状を伝達した。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成26年度収支計算書（損益）
平成26年４月１日～平成27年３月31日

（単位：円）

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
(1)経常収益
　①基本財産運用益 48,710 0 48,710
　　基本財産利息収入 48,710 0 48,710
　②特定資産運用益 3,580 0 3,580
　　特定資産利息収入 3,580 0 3,580
　③受取会費 667,200 444,800 1,112,000
　　賛助会員会費収入 667,200 444,800 1,112,000
　④事業収益 9,880,000 0 9,880,000
　　角膜斡旋手数料 8,800,000 0 8,800,000
　　強膜斡旋手数料 1,080,000 0 1,080,000
　⑤受取補助金等 2,977,391 1,000,000 3,977,391
　　富山県補助金収入 1,350,000 0 1,350,000
　　日本アイバンク協会助成金収入 97,391 0 97,391
　　LC奉仕銀行助成金収入 1,500,000 1,000,000 2,500,000
　　富山県善意銀行助成金収入 30,000 0 30,000
　⑥受取寄付金 3,490,922 2,107,798 5,598,720
　　寄付金収入 3,161,697 2,107,798 5,269,495
　　募金収入 329,225 0 329,225
　⑦県委託事業費収入 1,500,000 0 1,500,000
　⑧日本アイバンク協会委託事業費収入 160,400 0 160,400
　⑨雑収益 334,388 11,428 345,816
　　受取利息収入 976 650 1,626
　　その他の収入 333,412 10,778 344,190
　⑩指定正味財産からの振替額 0 0 0
　経常収益計 19,062,591 3,564,026 22,626,617
(2)経常費用
事業費 20,043,120 0 20,043,120
　①眼球のあっせん等に関する事業費 3,505,745 0 3,505,745
　　募集登録費支出 1,219,177 0 1,219,177
　　　旅費交通費 219,960 0 219,960
　　　印刷製本費 162,032 0 162,032
　　　通信運搬費 476,573 0 476,573
　　　広報費 360,612 0 360,612
　　あっせん事業費支出 2,286,568 0 2,286,568
　　　摘出謝礼 300,699 0 300,699
　　　旅費交通費 352,360 0 352,360
　　　弔慰費 210,000 0 210,000
　　　器具消耗品費 981,262 0 981,262
　　　検査費 126,005 0 126,005
　　　感謝状伝達費 316,242 0 316,242
　②眼の衛生に関する普及啓発事業費 3,418,216 0 3,418,216
　　啓発事業費支出 3,418,216 0 3,418,216
　　　啓発備品費 59,556 0 59,556
　　　印刷製本費 3,259,980 0 3,259,980
　　　旅費交通費 0 0 0
　　　通信運搬費 98,680 0 98,680
　③公益事業共用費 10,141,558 0 10,141,558
　　コーディネーター活動支出 431,650 0 431,650
　　諸給与支出 8,120,349 0 8,120,349
　　　コーディネーター給与手当 6,945,150 0 6,945,150
　　　福利厚生費 1,175,199 0 1,175,199

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

　　通信運搬費 264,003 0 264,003
　　事務消耗品費 383,094 0 383,094
　　雑費 411,552 0 411,552
　　　その他 351,736 0 351,736
　　　振込手数料 59,816 0 59,816
　　退職給付費用 530,910 0 530,910
　　リース代 0 0 0
　④什器備品償却費 747,969 0 747,969
　⑤県委託事業費支出 1,720,308 0 1,720,308
　⑥日本アイバンク協会委託事業費支出 509,324 0 509,324
管理費 0 2,337,524 2,337,524
　①諸給与支出 0 818,745 818,745
　　給与手当 0 750,508 750,508
　　福利厚生費 0 68,237 68,237
　②会議費支出 0 911,615 911,615
　　理事・評議員会他 0 723,675 723,675
　　旅費交通費 0 187,940 187,940
　③需用費支出 0 443,174 443,174
　　通信運搬費 0 43,012 43,012
　　対外渉外費 0 162,900 162,900
　　印刷製本費 0 0 0
　　事務消耗品費 0 15,000 15,000
　　賃借料 0 128,593 128,593
　　雑費 0 93,669 93,669
　④退職給付費用 0 58,990 58,990
　⑤什器備品償却費 0 105,000 105,000
　経常費用計 20,043,120 2,337,524 22,380,644
　評価損益調整前当期増減額 △ 980,529 1,226,502 245,973
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △ 980,529 1,226,502 245,973
２．経常外増減の部

(1)経常外収益　
　固定資産受贈益 0 0 0
　経常外収益計 0 0 0
(2)経常外費用
　過年退職給付費 0 0 0
　経常外費用計 0 0 0
　当期経常外増減額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 △ 980,529 1,226,502 245,973
　一般正味財産期首残高 82,881,073
　一般正味財産期末残高 83,127,046

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　受取補助金等 0 0 0
　受取負担金 0 0 0
　受取寄付金 0 0 0
　基本財産運用益 0 0 0
　特定資産運用益 0 0 0
　一般正味財産への振替額 0 0 0
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 83,127,046
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公益財団法人富山県アイバンク相談役・理事・監事

理事45名・監事２名

役　職 氏　名 勤　務　先

理 事 長 大黒　幸雄 株式会社マルチ・アクセス・カンパニー　代表取締役

副理事長 宮岸　　武 北陸バンドー株式会社　代表取締役社長

副理事長 伊勢　豊彦 株式会社セイアグリーシステム　代表取締役

常務理事 野村　謹吉 株式会社ガスコムノムラ　会長

常務理事 森　　　弘 防災電設株式会社　代表取締役

名誉理事 高田　　眞 阪神容器株式会社　代表取締役会長

理　　事 本村　哲明 株式会社北日本工芸　代表取締役

理　　事 岡本　武勇 一般社団法人富山県身体障害者福祉協会　会長

理　　事 金井　澄子 元公益社団法人富山県善意銀行　特別参与

理　　事 寺﨑　達二 寺崎樹脂　代表

理　　事 笠島　　學 医療法人社団紫蘭会光ヶ丘病院　理事長

理　　事 牧　　　亨 東光運輸株式会社　代表取締役社長

理　　事 藤巻　篤子 眼科医師

理　　事 吉田　　隆 株式会社吉田家具店　代表取締役

理　　事 林　　篤志 富山大学医学部眼科　教授

理　　事 中尾　順一 株式会社ホクペレ　代表取締役会長

理　　事 木村　正明 木村経営会計事務所　所長

理　　事 磯野　敏雄 司法書士・土地家屋調査士磯野敏雄事務所　所長

理　　事 尾間　　央 有限会社平野石油店　代表取締役

理　　事 井内　　努 富山県　厚生部長

理　　事 上野　和博 社会福祉法人富山県社会福祉協議会　専務理事

理　　事 狩野　俊哉 狩野眼科医院　院長（富山県眼科医会　会長）

理　　事 藤塚由紀子 元富山県消費者協会事務局長

理　　事 宮本　眞弓 富山医療福祉専門学校　副学校長

役　職 氏　名 勤　務　先

理　　事 井村　昭彦 元富山県議会議員

理　　事 筏井　晴夫 元高岡信用金庫

理　　事 門前　昌志 阪神化成工業株式会社　総務部長

理　　事 畠山　志郎 株式会社北陸電設　取締役

理　　事 松下　栄信 株式会社松下工業　代表取締役社長

理　　事 川岸　広幸 株式会社オフィスケイ　代表取締役

理　　事 金田　賢行 有限会社たうんサービス富山　代表取締役

理　　事 石村　正男 北海工業株式会社　代表取締役

理　　事 内野　　忠 株式会社北越　代表取締役

理　　事 湊　　恒成 湊恒成社会保険労務士事務所　代表

理　　事 愛場　正利 有限会社愛場農園造園土木　代表取締役

理　　事 坂東　　実 株式会社ばんどー工業　代表取締役

理　　事 下保　正信 株式会社下保商店

理　　事 山城　篤志 ジャパンテクノフーズ株式会社　代表取締役

理　　事 宮前　宏司 富山市議会議員

理　　事 杉本　學重 株式会社西元サンクリーン　代表取締役

理　　事 藤田　整司 株式会社藤田銅器製作所　取締役会長

理　　事 延澤　泰明 ミユキ化成株式会社　代表取締役

理　　事 五島　辰夫 株式会社丸圓商店　代表取締役

理　　事 廣瀬　　淳 株式会社公生社　代表取締役

理　　事 芝山　重憲 シバヤマ建設株式会社　代表取締役社長

監　　事 高瀬　清春 高瀬公認会計士事務所

監　　事 港　　　勉 保護司

（平成27年７月13日現在）

役　職 氏　名 勤　務　先

名誉顧問 高田　順一 阪神容器株式会社　代表取締役社長

役　職 氏　名 勤　務　先

相談役 中川　忠昭 富山県議会議員

相談役 渡辺　守人 富山県議会議員

名誉顧問１名・相談役２名  
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公益財団法人富山県アイバンク評議員

氏　名 勤　務　先

押田　洋治 株式会社押田建築設計事務所　代表取締役社長

渡邉　清隆 株式会社富山市場輸送　代表取締役

永川　武文 有限会社永栄商事　代表取締役社長

山﨑　義明 株式会社山崎製作所　代表取締役社長

高田　重信 高田燃料店（富山市議会議員）

五十嵐　務 有限会社富山メディアワーク　取締役（県議会議員）

中川　優子 医療法人社団功連会南富山中川病院　副院長

松岡　秀子 松岡ジャズバレエ研究所

長谷川修博 日本海調温株式会社　代表取締役

山口　　清 有限会社富山重機　代表取締役社長

鋪田　博紀 シキダ不動産株式会社　専務取締役（富山市議会議員）

牧野　吉成 阪神化成工業株式会社　生産管理係係長

中嶋　　進 中島サイディング　代表

辻井　益雄 株式会社富花　代表取締役

島田　秀雄 阪神化成工業株式会社　監査役

上野　　俊 株式会社上野文美堂　代表取締役

菅野　寛二 株式会社すがの印刷　代表取締役

中田　眞法 大岩山日石寺　責任役員

窪田　一誠 立山町議会議員

氏　名 勤　務　先

渡辺　隆英 有限会社渡邊工業　代表取締役社長

上野　基巳 株式会社イリス　代表取締役

清河　　衛 有限会社仁右衛門家　代表取締役

弓野　久和 大家庄農事組合　組合長

折橋　毅一 株式会社折橋政次郎商店　代表取締役

若森　征雄 若森商店　代表

北林　和正 有限会社北林不動産管理　代表取締役

焼田志図夫 やきた歯科医院　院長

山﨑　正治 山﨑木材株式会社　代表取締役

彦田　甚一

板野　吉秀 株式会社いたの　代表取締役社長

三ノ宮芳和 株式会社三ノ宮燃料　代表取締役社長

山崎　泰邦 社会福祉法人伏木会特別養護老人ホームふしき苑　施設長

伊藤　光雄 イトウ重機工業株式会社　代表取締役

米山　幸男 ワイケイホーム株式会社　代表取締役

池田　善揮 株式会社廣昌堂　代表取締役

片山　孝志 片山工業株式会社　代表取締役

山﨑　　泉 株式会社山崎組　代表取締役社長

北岡　　勝 公益社団法人富山県善意銀行　常任理事兼事務局長

（平成27年７月24日現在）

　先日、70歳代の一般人の夫妻に献眼登録の話をしたところ、
すでに40年前の善意銀行時代にお二人とも登録を済ませ、寄付

金も毎年続け「アイバンクだより」も毎年読んでいるとの話を伺い感激しました。
　一方、国内最初のアイバンク設立から52年。平成３年の財団法人富山県アイバン
クの設立からでも24年の時が過ぎると、設立運動の母体であるライオンズクラブも
世代交代が進み、当初の経緯を知らない会員が増えて、献眼への関心も薄れてきま
した。そこでＬ.田中俊夫地区ガバナーに登場して頂き、またアイバンクとライオン
ズの関わりの歴史も掲載しました。国内では年間献眼者約1,000人に対し、待機患者
数は約2,000人。人口2.5倍のアメリカでの献眼者数４万人に及ばなくても現在の２
倍、2,000人の献眼者で待機患者を０に出来ます。まだまだ活動を広げる必要があり
ます。その為に親しみやすく表紙を飾って下さったシンガーソングライターTomomi
さんを始め、寄稿して頂いた皆様に厚くお礼申し上げます。

畠山　志郎
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　第21号・平成27年12月15日　
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アイバンク　Ｑ＆Ａ

献眼は心停止後に眼を提供していただくことで、臓器提供は、体内
の臓器を提供することです。

年齢の制限はありません。100歳以上の方からもご献眼いただいて
います。また臓器提供は、肝臓を除いて年齢制限があります。

ご本人の意思でアイバンクに登録していただくと、登録カードを発
行します。そしてご本人が亡くなられた時点でご家族からアイバン
クに連絡していただくしくみになっています。
また、登録していなくても拒否していない限り、ご家族の同意で提
供できます。

できます。白内障や近視、乱視、老眼、色盲のような眼の異常が
あっても献眼は可能です。

お亡くなりになったところで提供していただきます。病院であれば
病院で。またご自宅であればご自宅まで医師が出向きます。

エイズ・Ｂ型肝炎・神経系疾患・敗血症・白血病などの病気は献眼
できません。

義眼を入れた後にエンゼルメイクを施しますのでおだやかな顔はそ
のままです。 
また、摘出時間は30分程度とわずかです。

Ｑ１．献眼と臓器提供ってどう違うの？

Ｑ２．何歳までできるの？

Ｑ３．どうやって提供するの？

Ｑ４．白内障の手術をしたのですが献眼できますか？

Ｑ５．どこで提供するの？

Ｑ６．献眼できない病気ってあるの？

Ｑ７．献眼した後はどのようになりますか？

Ａ１．

Ａ２．

Ａ３．

Ａ４．

Ａ５．

Ａ６．

Ａ７．


